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CIINEを活用し、 X線検査などの

画像検査を提案する客観的な根拠に

症だというわけでなく、触診やX線検査等の検診を行って

診断を確定していく必要があります。

Q尿中CIINEの活用方法は

枝村先生 健康診断や運動器に関連した徴候が乏しい場合

に尿中CIINEによるスクリ ー ニングを行い、数値が高ければ

歩行検査や触診、X線検査に進んで、変形性関節症を検出

していきます。（図4)ご家族さまとしても、高齢だからと

いって臨床徴候がない中でX線検査を行うのは抵抗がある

と思うので、まず尿中CIINEを測定して、数値が高ければ

次の検査に進むという流れの方が納得していただきやすい

と思います。
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そして、変形性関節症と診断した後の治療は、体重管理、

適切な運動と生活環境の見直し、疼痛管理が中心になり

ます。犬の変形性関節症に関しては国際コンセンサスガイド

ラインが出ていますので、変形性関節症と診断した後は、

痛みのグレ ー ドに応じてガイドラインに則った治療を行う

のが一般的になっていくと考えています。

Q尿中CIINE測定で注意すべき点は

枝村先生 2歳未満の成長期や蛋白尿（UPC高値）のある

症例では、高値になる傾向があります。また、重度の変形性

関節症では、破壊される11型コラー ゲンがなくなってしまう

ので低値を示す場合があります。

また、尿中CIINEは、変形性関節症を診断する「診断マ ー

カ ー 」ではなく、検診に進む べ きかを調べる「検診マ ー

カ ー 」であるという点にも注意が必要です。例えば、心臓で

あれば、ANP、BNPを測定して異常が出たら即治療では

なく、聴診や超音波検査で診断を確定してから治療に入り

ます。同様に、尿中CIINEが高値であれば必ず変形性関節

Q尿中CIINE測定を推奨する年齢や品種は

枝村先生 基本的には、犬であれば7歳から、猫は8~9歳

からを目安に測定すると良いと思います。その際、前述した

変形性関節症に罹患しやすい品種かどうかについても留意

していただければと思います。

Q尿中CIINEについての疫学調査の結果は

枝村先生 当院に来た0~18歳の犬350頭の尿中CIINE

を調べたところ、2歳未満では高くなる傾向が認められまし

たが、性別による影響や犬種による差異は認められません

でした。その一方で、変形性関節症に罹患した犬では、腎泌

尿器疾患や皮膚疾患、内分泌疾患等より有意に高くなる

ことが分かりました。

同様に猫271頭についても調べたところ、若齢の猫では

高くなる傾向がありましたが、性別や猫種による差異は認め

られず、変形性関節症では他疾患より高い傾向が認められ

ました。

Q CIINEについて、臨床の先生方に伝えたいことは

枝村先生 変形性関節症等の運動器疾患においても内科

的治療が必要とされるだけでなく、未病の段階においては

適切な管理を行うことで健康寿命の伸長につながるので、

ぜひCIINEを検診に活用 していただきたいと考えていま

す。また、運動器疾患等に伴う慢性痛を放置すると寿命に

関わることが分かっていますが、欧米のデー タではご家族

さまと年 に1~2回でも運動器疾患対策の体重管理等で

つながりを持っておくと、他の疾患になった時の来院率が

上がると言われています。今後は日本の獣医療界において

も、そうしたご家族さまとの関係構築の一助に、変形性関節

症等の運動器疾患をしっかりと診療することが当たり前に

なってほしいと強く願っています。
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https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/lib/vet/form-ff-oi-ca-11-re-14480
https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/veterinary/examination/resources#data


https://www.fujifilm.com/jp/ja/consumer/pet-healthcare/cancer-dog
https://www.fujifilm.com/jp/ja/consumer/pet-healthcare/column/ueno
https://www.fujifilm.com/jp/ja/consumer/pet-healthcare/for-dog-owners/dog-eye-disease
https://www.fujifilm.com/jp/ja/consumer/pet-healthcare/for-cat-owners/cat-eye-disease
https://www.fujifilm.com/jp/ja/consumer/pet-healthcare
https://www.fujifilm.com/jp/ja/consumer/pet-healthcare






https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/veterinary/column#case
https://www.fujifilm.com/ffvs/ja/form/FFVS-General
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